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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成30年12月27日(2018.12.27)

【公表番号】特表2017-535564(P2017-535564A)
【公表日】平成29年11月30日(2017.11.30)
【年通号数】公開・登録公報2017-046
【出願番号】特願2017-527299(P2017-527299)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 487/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/497    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  487/04     １３６　
   Ｃ０７Ｄ  487/04     ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ   31/497    　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   15/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年11月14日(2018.11.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　４，５，６，７－テトラヒドロ－１１－メトキシ－２－［（４－メチル－１－ピペラジ
ニル）メチル］－１Ｈ－シクロペンタ［ａ］ピロロ［３，４－ｃ］カルバゾール－１，３
（２Ｈ）－ジオン（化合物Ａ）の結晶形態であって、

【化１】

　化合物Ａ、グリコール酸塩水和物形態Ａ１、
　化合物Ａ、Ｌ－リンゴ酸塩形態Ａ１、又は
　化合物Ａ、Ｌ－ピログルタミン酸塩形態Ａ１、である結晶形態。
【請求項２】
　化合物Ａ、グリコール酸塩水和物形態Ａ１である、請求項１に記載の結晶形態。
【請求項３】
　８．２、８．７、１３．８、１４．９、１６．４、１７．５、１８．２、１８．５、２
０．２、２０．６、２１．２、２１．４、２３．０、２４．６、２７．８、２９．９、３
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０．１、及び３０．５°２θ±０．２°２θから成る群から選択される少なくとも３つの
ピークを持つＸ線粉末回折パターンを特徴とする、請求項２に記載の結晶形態。
【請求項４】
　実質的に図９又は図１０に示すようなＸ線粉末回折パターンをさらに特徴とする、請求
項２又は請求項３に記載の結晶形態。
【請求項５】
　実質的に図１１に示すようなＤＳＣをさらに特徴とする、請求項２～４のいずれか一項
に記載の結晶形態。
【請求項６】
　実質的に図１２に示すようなＤＶＳをさらに特徴とする、請求項２～５のいずれか一項
に記載の結晶形態。
【請求項７】
　化合物Ａ、Ｌ－リンゴ酸塩形態Ａ１である、請求項１に記載の結晶形態。
【請求項８】
　８．６、９．２、１０．１、１０．４、１１．７、１１．９、１４．７、１５．３、１
５．６、１７．２、１７．８、１８．５、２０．３、２０．７、２１．２、２２．４、２
３．５、２４．３、及び２７．０±０．２°２θから成る群から選択される少なくとも３
つのピークを持つＸ線粉末回折パターンを特徴とする、請求項７に記載の結晶形態。
【請求項９】
　実質的に図１４又は図１５に示すようなＸ線粉末回折パターンをさらに特徴とする、請
求項７又は請求項８に記載の結晶形態。
【請求項１０】
　実質的に図１６に示すようなＤＳＣをさらに特徴とする、請求項７～９のいずれか一項
に記載の結晶形態。
【請求項１１】
　実質的に図１７に示すようなＤＶＳをさらに特徴とする、請求項７～１０のいずれか一
項に記載の結晶形態。
【請求項１２】
　化合物Ａ、Ｌ－ピログルタミン酸塩形態Ａ１である、請求項１に記載の結晶形態。
【請求項１３】
　６．０、９．６、１０．３、１０．５、１１．０、１２．０、１３．２、１５．０、１
６．７、１７．５、１７．８、１８．０、１９．０、２０．８、２１．０、２１．１、２
２．０、２２．１、２３．１、２３．４、２３．５、２４．８、及び２６．６±０．２°
２θから成る群から選択される少なくとも３つのピークを持つＸ線粉末回折パターンを特
徴とする、請求項１２に記載の結晶形態。
【請求項１４】
　実質的に図２１又は図２２に示すようなＸ線粉末回折パターンをさらに特徴とする、請
求項１２又は請求項１３に記載の結晶形態。
【請求項１５】
　実質的に図２３に示すようなＤＳＣをさらに特徴とする、請求項１２～１４のいずれか
一項に記載の結晶形態。
【請求項１６】
　実質的に図２４に示すようなＤＶＳをさらに特徴とする、請求項１２～１５のいずれか
一項に記載の結晶形態。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか一項に記載の結晶形態及び少なくとも一つの医薬的に許容可
能な賦形剤を含む医薬組成物。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか一項に記載の、４，５，６，７－テトラヒドロ－１１－メト
キシ－２－［（４－メチル－１－ピペラジニル）メチル］－１Ｈ－シクロペンタ［ａ］ピ
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ロロ［３，４－ｃ］カルバゾール－１，３（２Ｈ）－ジオン（化合物Ａ）の結晶形態を患
者に投与することを含む、患者の癌を治療する方法。
【請求項１９】
　前記癌が乳癌又は卵巣癌である、請求項１８に記載の方法。
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